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クロカンで本領発揮！

　1月25日、第12回上石巖杯が開催され、大会

では地元の優勝者が二人誕生。全中やインター

パイ、長野オリンピックにも過去の入賞・優勝

者が出場しています。上石巖杯は今や、クロス

カントリースキーの登竜門！（4ページ参照）
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　　（この広報は再生紙を使用しています）



所
鴫
繋
税
の
確
定
申
告

　
　
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

　
平
成
九
年
分
の
所
得
税
・
町
県
民

税
な
ど
の
申
告
受
付
や
そ
の
相
談
が

二
月
十
六
日
㈲
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
申
告
期
限
は
三
月
十
六
日
㈲
ま
で

で
す
の
で
、
期
間
中
に
必
ず
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
役
場
企
画
財
政
課
で
は
、
申
告
期

間
中
の
混
雑
を
な
く
す
た
め
、
申
告

の
相
談
を
次
頁
の
日
程
表
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
日
程
等
を
よ
く
お
確

か
め
に
な
り
、
申
告
に
必
要
な
書
類

と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
会
場
ま

で
お
出
で
く
だ
さ
い
。
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当
日
の
相
談
日
に
は
、
世
帯
内
の

所
得
者
全
員
の
申
告
を
受
け
つ
け
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
を
営
む
方
の
た
め
に

二
月
十
九
日
㈲
に
高
田
税
務
署
の
職

員
に
よ
る
出
張
納
税
相
談
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
日
程
表
（
表
①
）
の
後

半
二
月
二
十
三
日
㈲
か
ら
二
十
六
日

㈲
ま
で
は
、
税
金
が
還
付
と
な
る
相

談
日
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状
況

を
も
っ
と
も
良
く
知
っ
て
い
る
皆
様

ご
自
身
が
、
税
法
に
従
っ
て
自
分
の

所
得
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
、
申

告
納
税
す
る
「
申
告
納
税
制
度
」
を

採
用
し
て
い
ま
す
。
昨
年
一
年
間
の

所
得
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
、
忘

れ
ず
に
申
告
と
納
税
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
医
療
費
の
控
除
に
つ

い
て
は
領
収
書
を
そ
ろ
え
、
あ
ら
か

じ
め
計
算
し
て
来
て
い
た
だ
く
と
、

処
理
が
早
く
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
口
座
振
替
　
で

　
所
得
税
の
還
付
金
も
、
安
全
な
口

座
振
込
（
銀
行
・
農
協
・
郵
便
局
・

信
用
金
庫
）
が
で
き
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
融
機
関
の

通
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は
自
分
で

　
　
　
一
記
入
し
ま
し
ょ
う

　
税
務
署
か
ら
の
書
類
を
見
な
が
ら

記
入
し
て
い
く
と
、
簡
単
に
申
告
書

が
作
成
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
「
わ
ず
ら
わ
し
い
」
「
め
ん
ど
う

く
さ
い
」
な
ど
と
言
わ
ず
、
一
年
中

の
所
得
の
総
決
算
に
挑
戦
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

便
利
で
お
得
な

振
替
納
税

　
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の

納
期
限
は
三
月
十
六
日
で
す
が

『
振
替
納
税
』
の
場
合
は
、
四
月

十
六
日
㈱
ま
で
と
な
り
、
手
数

料
も
か
か
ら
ず
お
得
で
す
。

　
納
税
に
は
、
安
全
で
手
数
料

の
か
か
ら
な
い
振
替
納
税
を
お

す
す
め
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
銀
行
か
農
協
も
じ
く
は
郵
便

局
、
信
用
金
庫
の
通
帳
と
印
鑑

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

振替納税の
　　納期限は

　
　
す

　
　
で

は
要
料
不

数手

　
　
　
　
　
は

　
麟
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灘
　
申

3月31日（火）

　までに

お願いします

　
消
費
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
、

も
う
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　
個
人
事
業
者
の
確
定
申
告
と
納
税

は
、
三
月
三
十
一
日
㈹
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
消
費
税
の
課
税
事
業
者

に
該
当
す
る
方
は
忘
れ
ず
に
お
す
ま

せ
く
だ
さ
い
。
商
工
会
な
ど
で
も
、

税
理
士
会
の
説
明
会
を
開
催
し
た
り

個
別
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
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固
定
資
産
課
税
台
帳
の

　
　
　
　
　
縦
覧
期
間

　
平
成
十
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳

の
縦
覧
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
縦
覧
期
問
】

休
日
を
除
い
た
平
成
十
年
三
月
一
日

か
ら
三
月
二
十
日
ま
で
の
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

【
縦
覧
場
所
】
松
代
町
役
場
二
階

　
　
　
　
　
企
画
財
政
課
　
税
務
係

、



表④ 納税相談（確定申告）日程表
会場：役場第1会議室

周　　圏 撃　　欝 華　　後

2月16日　（月） 1住民税申告表②｝ 松代1～27班・名平

2月17日　（火） 会沢・清水・桐山・蓬平・千年・犬伏 松代28～45班・小荒戸・太平・菅刈・田沢・池尻

2月18日　㈱ 1住民税申告表②1

　　　　　　　　　蟻
田野倉・仙納・莇平・寺田・蒲生・儀明

2月19日　休） 税務署受付 税務署受付

2月20日　㈹ 孟地・苧島・1住民税申告表②1 福島・奈良立・室野・竹所・峠・木和田原

2月21日　（±）　22日　（日）　　　　　　土曜・日曜のため休日

2月23日　（月） 《還付》小荒戸・太平・菅刈 《還付》田沢・千年・池尻

2月24日　（幻 《還付》会沢・犬伏・孟地 《還付》清水・儀明・苧島

2月25日　㈹ 《還付》桐山・福島・奈良立・竹所・峠・木和田原 《還付》室野

2月26日　休） 《還付》田野倉・仙納・莇平・寺田 《還付》蒲生・蓬平・名平

表② 住民税申告相談日程表
翻 闘 幕　　離 離 後

2月16日 （月）

池之畑・下山 ｛確定申告　表①1

＝

2月17日 （幻 1確定申告表①1 1確定申告表①1

2月18日 ㈱ 小屋丸・東山・海老 1確定申告表①1
■
■
　
　
）
　
一

目
日

2月19日 ㈲ ｛確定申告表①1 1確定申告表①1

一
”
匹
2月20日 ㈹ 片桐山・滝沢・中子 1確定申告　表①1

1≡

2月23日～26日 ｛国税還付請求表①｝ 1国税還付請求 表①1
≡暫

2月27日 働 松代1㌻8班《国税還付を含む》 松代9～16班《国税還付を含む》

9＝弐
2月28日（±） 3月1日（日）　　　　　　　土曜・ 日曜のため休日

」

3月2日
（月）

松代17～24班《国税還付を含む》 松代25～30班《国税還付を含む》

3月3日
（火）

松代31～45班《国税還付を含む》

3月4日　㈱ 室　野 蒲生・名平・儀明

ニ　　3月5日　休） 峠・苧島 菅刈・犬伏

営　　3月6日　㈲
1一

莇平・千年 田野倉・仙納・寺田

冨　　3月7日（土）8日（日）　　　　　土曜・日曜のため休日（ 第11回越後まつだい冬の陣）
…
　
　
　 3月9日　（月）
＝

蓬平・福島・奈良立・会沢 木和田原・孟地・桐山

3月10日　（幻 太平・小荒戸・田沢 竹所・池尻・清水
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回一
一
繍

上
石
巌
杯
争
奪

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

甥25田

　
一
月
二
十
五
日
、
町
民
グ
ラ
ン
ド

周
辺
で
『
第
十
二
回
上
石
巌
杯
争
奪

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
』

が
、
四
市
九
町
四
村
か
ら
五
十
五
校

六
百
五
十
九
名
の
申
し
込
み
の
中
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
少
雪
で
心
配
さ
れ
た
大
会
も
、
二

十
一
日
か
ら
の
本
格
的
な
降
雪
で
、

当
日
は
積
雪
一
眉
八
十
抽
．
。
大
会
の

前
日
は
大
雪
警
報
も
発
令
さ
れ
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
競
技
は
定
刻
通
り

に
無
事
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
四
十
一
人
が
都
合
で
欠
席

参
加
選
手
は
六
百
十
八
人
で
し
た
。

　
町
内
か
ら
は
、
小
学
校
が
六
十
二

人
、
中
学
校
は
九
人
の
参
加
で
す
。

　
今
大
会
は
、
小
学
校
五
・
六
年
の

部
男
子
五
キ
ロ
で
関
谷
和
樹
君
（
松

代
・
善
屋
製
麺
所
）
、
同
女
子
三
キ
ロ

で
関
谷
智
美
さ
ん
（
松
代
・
前
田
屋

金
物
店
）
が
優
勝
。
ま
た
、
同
女
子

三
キ
ロ
で
は
関
谷
有
希
さ
ん
（
松
代
・

か
つ
べ
え
）
が
七
位
に
入
賞
。

　
ま
た
、
中
学
校
男
子
二
・
三
年
の

部
で
は
、
関
谷
則
和
君
（
松
代
・
善

屋
製
麺
所
）
が
四
位
に
入
賞
す
る
な

ど
町
内
の
選
手
が
大
活
躍
し
ま
し
た

　
な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
。
紙

面
の
都
合
に
よ
り
各
組
の
優
勝
者
と

町
内
の
入
賞
者
の
み
掲
載
し
ま
す
。

〈
優
勝
・
入
賞
者
一
覧
〉

小
学
生
男
子
四
年
の
部
（
5
㎞
）

　
　
　
　
　
　
　
（
競
技
者
60
人
）

①
相
澤
達
也
（
松
之
山
S
J
）
2
1
分
53
秒

小
学
生
男
子
五
・
六
年
の
部
（
5
㎞
）

　
　
　
　
　
　
　
（
競
技
者
鵬
人
）

①
関
谷
和
樹
（
松
代
小
）
1
7
分
2
1
秒
8

小
学
生
女
子
四
年
の
部
（
3
㎞
）

　
　
　
　
　
　
　
（
競
技
者
57
人
）

①
山
岸
真
里
子
（
松
之
山
S
J
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
分
2
5
秒
2

小
学
生
女
子
五
・
六
年
の
部
（
3
㎞
）

　
　
　
　
　
　
　
（
競
技
者
川
人
）

①
関
谷
智
美
（
松
代
小
）
1
0
分
1
7
秒
O

⑦
関
谷
有
希
（
　
〃
　
）
n
分
0
9
秒
0

中
学
生
女
子
一
年
の
部
（
5
㎞
）

　
　
　
　
　
　
　
（
競
技
者
2
2
人
）

①
穴
沢
真
里
（
上
条
S
C
）
1
8
分
04
秒
2

中
学
生
女
子
二
・
三
年
の
部
（
5
㎞
）

　
　
　
　
　
　
　
（
競
技
者
32
人
）

①
星
野
希
衣
（
六
日
町
）
1
7
分
0
9
秒
4

中
学
生
男
子
一
年
の
部
（
1
0
㎞
）

　
　
　
　
　
　
　
（
競
技
者
4
1
人
）

①
柳
　
和
宏
（
吉
田
中
）
3
3
分
3
7
秒
6

中
学
生
男
子
二
二
一
一
年
の
部
（
1
0
㎞
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
競
技
者
62
人
）

①
富
所
剛
志
（
大
巻
中
）
3
2
分
07
秒
3

④
関
谷
則
和
（
松
代
中
）
32
分
2
0
秒
0

◇◇◇◇．◇◇◇◇◇◇◇・◇◇◇◇◇◎・◎・◇◇◇◇◇◇⇔◎・◇◇・◇⇔◇◎・◇◇・◇◇・◇⇔◇◇◇◇◇◇◇・◇◇・◇◇◇◇》◇◎＞◇

宮澤健二くん

　　　（松代中）

松澤隆幸くん

　　（松代高校）

　
上
石
巌
杯
で
優
勝
経
験
の
あ
る
二

人
の
ス
キ
ー
選
手
が
、
そ
れ
ぞ
れ
全

国
レ
ベ
ル
の
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

が
決
ま
り
、
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
（
宮
城

県
鳴
子
町
で
開
催
）
に
出
場
す
る
の

は
、
松
代
中
学
校
三
年
の
宮
澤
健
二

君
（
下
山
・
新
宅
）
。
宮
澤
君
は
、
平

成
七
年
の
小
学
校
六
年
生
時
代
に
上

石
杯
で
優
勝
。
駅
伝
や
マ
ラ
ソ
ン
大

会
な
ど
で
も
活
躍
し
将
来
を
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会
（
札
幌
市

で
開
催
）
へ
は
、
松
代
高
校
一
年
生

の
松
澤
隆
幸
君
（
松
之
山
出
身
）
が

出
場
し
ま
す
。
松
澤
君
は
、
小
学
校

六
年
・
中
学
校
二
年
の
時
に
、
上
石

杯
で
二
回
優
勝
し
て
い
ま
す
。

　
全
中
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
い
ず
れ

も
、
二
月
一
日
に
試
合
が
行
な
わ
れ

宮
澤
君
は
十
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

4

立
華
創
鯛

　
　
5

県
立
松
代
高
等
学
校

　
　
卒
業
生
が
長
野
五
輪
に
出
場
ー
・

　
二
月
七
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
、

長
野
県
で
開
催
さ
れ
る
第
1
8
回
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
冬
季
大
会
に
、
県
立
松
代

高
校
の
卒
業
生
が
参
加
し
ま
す
。

　
平
成
六
年
度
に
同
校
を
卒
業
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
え

妙
高
高
原
町
出
身
の
竹
田
弥
栄
さ
ん

（
自
衛
隊
冬
季
戦
技
教
育
隊
）
は
、
バ

イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
に
出
場
し
ま
す
。

　
竹
田
さ
ん
は
、
妙
高
中
学
校
時
代

全
中
ス
キ
ー
大
会
で
二
位
・
三
位
・

二
位
と
連
続
入
賞
し
、
県
連
指
定
選

手
と
な
り
、
平
成
五
年
、
松
代
高
校

に
入
学
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
冬
季
国

体
で
輝
か
し
い
成
績
を
残
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
九
年
の
全
日
本
ス

キ
ー
選
手
権
大
会
で
は
女
子
リ
レ
ー

の
ア
ン
カ
ー
と
し
て
出
場
し
、
そ
の

優
勝
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
竹
田
さ
ん
の
出
場
す
る
バ
イ
ア
ス

ロ
ン
競
技
は
、
二
月
九
日
㈲
、
十
五

日
㈲
、
十
九
日
㈱
の
い
ず
れ
も
午
後

一
時
か
ら
、
野
沢
温
泉
村
の
会
場
で

行
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
の
こ

　
ま
た
、
一
年
先
輩
の
後
藤
鹿
子
さ
ん
も

ク
ロ
カ
ン
の
前
走
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　
昭
和
五
十
七
年
度
に
松
代
高
校
を

卒
業
し
た
佐
藤
純
一
さ
ん
（
千
年
・

は
ん
ぜ
ん
・
㈱
ア
シ
ッ
ク
ス
勤
務
）

は
、
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
の
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
の
コ
ー
チ
と
し

て
参
加
さ
れ
ま
す
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
高
校
三
年
の
昭
和

五
十
八
年
に
、
冬
季
国
体
県
予
選
ス

キ
i
大
会
男
子
1
5
。
。
で
優
勝
。
同
年

専
修
大
学
に
入
学
、
昭
和
六
十
二
年

に
は
、
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
ー
5
キ
。
フ

リ
ー
で
優
勝
す
る
な
ど
活
躍
し
、
卒

業
後
も
全
日
本
の
コ
ー
チ
と
し
て
多

数
の
名
選
手
を
育
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
様
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
と
は
？
〉

　
ス
キ
ー
の
長
距
離
競
争
（
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
i
）
と
、
ラ
イ
フ
ル
射
撃

を
組
み
合
わ
せ
た
競
技
。
ギ
リ
シ
ャ

語
で
「
2
」
を
意
味
す
る
「
バ
イ
」

と
競
技
「
ア
ス
ロ
ン
」
の
合
成
語
。

　
射
撃
は
、
伏
射
↓
立
射
の
順
で
、

二
十
キ
。
は
計
四
回
、
十
キ
。
は
計
二
回

行
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
射
撃
で
五
個
の

標
的
に
五
発
の
弾
丸
を
使
う
が
、
リ

レ
ー
で
は
予
備
三
発
が
認
め
ら
れ
る
。

　
射
撃
の
ミ
ス
に
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

が
あ
り
、
二
十
キ
。
は
命
中
し
な
か
っ

た
標
的
一
個
に
つ
き
一
分
間
の
タ
イ

ム
が
加
算
さ
れ
る
。
ま
た
、
十
キ
。
・

リ
レ
ー
は
タ
イ
ム
加
算
は
な
い
が
、

命
中
し
な
い
標
的
の
数
だ
け
一
周
百

五
十
揖
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
コ
ー
ス
を

走
る
。
こ
の
走
行
タ
イ
ム
を
含
め
た

総
合
タ
イ
ム
で
順
位
が
決
ま
る
競
技
。



お
か
げ
さ
ま
で
一
周
年
！

駅
ま
つ
り
「
市
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
店
大
募
集
ー
・

　
ほ
く
ほ
く
線
の
「
開
業
一
周
年
」

を
記
念
し
て
、
北
越
急
行
㈱
と
ほ
く

ほ
く
線
沿
線
地
域
振
興
連
絡
協
議
会

で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

『
ま
つ
だ
い
駅
』
で
は
、
駅
ま
つ
り

「
市
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

松
代
・
松
之
山
町
の
グ
ル
ー
プ
や
団

体
、
各
企
業
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
奮
っ
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
な
お
、
屋
外
テ
ン
ト
や
ガ
ス

な
ど
の
備
品
は
事
務
局
で
用
意
い
た

し
ま
す
。

【
期
日
】
3
月
2
1
日
ω
～
2
2
日
㈹

【
出
店
場
所
】
ふ
る
さ
と
会
館

　
一
階
　
常
春
通
り
・
屋
外
雁
木
下

【
出
店
費
用
】
無
料
で
す

【
品
目
】
①
汁
物
　
②
特
産
品

　
　
　
　
③
お
土
産
品
の
販
売

【
締
め
切
り
】
2
月
2
0
日
㈹

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

　
申
込
書
は
町
振
興
課
（
ふ
る
さ
と

会
館
三
階
）
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
暦
七
ー
三
〇
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
㎜
七
－
二
三
〇
〇

＊
　
当
日
は
、
各
駅
に
特
別
列
車
が

停
車
す
る
計
画
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ふ
る
さ
と
会
館
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

は
、
松
代
・
松
之
山
の
保
育
園
児
た

ち
の
絵
も
展
示
し
ま
す
の
で
お
楽
し

み
に
。

額難醜1

冬
の
遊
び
、

か
ま
く
ら
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
テ
レ
ビ
放
映
！

　
　
　
一
月
十
八
日
、
ま
つ
だ
い
駅
の
近

　
く
で
小
学
生
ら
に
よ
る
「
か
ま
く
ら

く
か
ま
く
ら
で
昔
話
、
中
央
は

　
語
り
手
の
市
川
寅
太
郎
さ
ん

づ
く
り
」
や
冬
の
遊
び
を
テ
レ
ビ
局

が
取
材
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
バ
バ
ゾ
リ
や
雪
合
戦
で
楽
し
ん
だ

後
、
夕
方
か
ら
は
ホ
ン
ノ
リ
暖
か
い

か
ま
く
ら
の
中
で
餅
を
焼
い
た
り
、

古
老
の
昔
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
放
送
は
一
月
二
十
九
日
の

N
T
2
1
で
約
二
十
分
間
放
映
さ
れ
ま

し
た
。

ご寄付をありがとう

リサイクルの

収益金を

社協へ寄付

　
一
月
二
十
七
日
、
松
代
町
リ
サ

イ
ク
ル
運
動
協
議
会
（
代
表
柳
武

氏
）
か
ら
、
古
新
聞
・
ダ
ン
ボ
ー

ル
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
収
益
金
二
万

円
を
松
代
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
十
一
月
末
ま
で
㈱
高

橋
組
松
代
営
業
所
で
行
わ
れ
て
い

た
リ
サ
イ
ク
ル
の
収
益
金
と
の
こ

と
で
、
以
前
に
も
車
イ
ス
な
ど
を
町

に
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
回
収

し
た
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
総
重
量
は
、

三
六
、
二
八
○
鴛
に
も
達
し
ま
す
。

中
で
も
ダ
ン
ボ
ー
ル
が
六
割
、
古

新
聞
が
三
割
を
そ
れ
ぞ
れ
越
え
、

古
着
や
ア
ル
ミ
缶
な
ど
も
合
計
で

六
％
、
重
量
は
二
千
難
を
越
え
て

い
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
の
集
積
場
所
も
新

た
に
な
り
（
九
年
十
二
月
号
参
照
）
、

回
収
日
の
制
約
も
あ
り
ま
す
が
、

資
源
の
有
効
利
用
と
ゴ
ミ
の
減
量

化
、
さ
ら
に
は
住
み
よ
い
町
づ
く

り
に
向
け
て
、
皆
様
の
ご
協
力
を

今
以
上
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
年
玉
つ
き
年
賀
一

　
一
月
二
十
六
日
、
松
代
小
林
リ
ツ

さ
ん
（
小
林
美
容
院
）
は
、
お
年
玉

つ
き
年
賀
は
が
き
で
み
ご
と
二
等
に

当
選
し
ま
し
た
．

　
二
等
の
賞
品
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
小
林
さ
ん
は
コ
ン
パ
ク
ト
カ

メ
ラ
を
希
望
し
、
西
條
松
代
郵
便
局

長
か
ら
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
松
代
郵
便
局
に
よ
る
と
、
高
位
当

選
者
は
同
局
で
は
久
し
ぶ
り
と
の
こ

と
。
雪
降
ろ
し
な
ど
で
忙
し
い
毎
日

一
等
に
当
選

松
代
・
小
林
リ
ツ
さ
ん

　
が
続
き
ま
す
が
、
今
一
度
見
直
し
て

　
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
引
き
換
え
は
七
月
十
五
日
ま
で
で
す

1、嚢懇

1簿

』1

五
穀
豊
饒
を
願

　
清
水
の
片
桐
良
夫
さ
ん
（
干
場
）

宅
で
は
、
今
年
も
見
事
な
小
正
月
飾

が
登
場
し
ま
し
た
。
　
一
月
十
一
日
に

ハ
チ
木
（
も
み
じ
の
若
木
）
を
切
り

十
四
日
に
飾
っ
た
も
の
で
、
居
間
の

天
井
に
は
太
い
根
太
が
二
本
入
り
、

こ
れ
に
リ
ン
ゴ
や
ミ
カ
ン
、
餅
菓
子

な
ど
が
吊
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
片
桐
さ
ん
宅
で
は
代
々
こ
の
飾
り

つ
け
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
た
ま
た

ま
冬
期
保
安
要
員
に
従
事
し
た
り
、

災
害
復
旧
で
気
を
使
っ
た
り
で
体
調

を
崩
し
、
飾
り
つ
け
が
で
き
な
い
年

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
、
運
悪

く
自
宅
が
火
災
に
…
。
家
を
建
て
替

え
る
時
は
、
こ
の
ハ
チ
木
の
飾
り
の

た
め
に
鴨
居
の
上
を
二
尺
と
り
、
天

っ
て
1

井
を
高
く
す
る
な
ど
小
正
月
飾
の
た

　
　
　
　
　
ロ

め
に
注
文
を
つ
け
た
そ
う
で
す
。

　
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
っ
た
地
域

の
文
化
、
他
に
も
あ
る
で
し
よ
う
が

大
切
に
守
り
た
い
も
の
で
す
。

▲みごとな小正月飾り

5



ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
・

　
　
　
　
サ
ー
ク
ル
活
動
か
ら
の

　
新
潟
県
で
は
、
学
校
週
休
二
日
制

導
入
に
向
け
て
地
域
の
受
け
皿
づ
く

り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

学
校
以
外
で
の
活
動
を
援
助
す
る
た

め
、
松
代
町
で
は
県
が
す
す
め
て
い

る
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
サ
ー
タ
ル
活
動

推
進
事
業
を
導
入
し
て
活
動
し
て
き
＼

　
＋
二
月
十
四
日
か
ら
四
回
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
体
験
し
た
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
自
分
で
書
く
こ
と
に
挑

戦
し
ま
し
た
．

　
最
初
は
実
際
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
し
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
い

ろ
い
ろ
な
情
報
を
検
索
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ヘ
ネ
ッ
ト
が
ど
う
い
う
も
の
な

の
か
体
験
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
自

己
紹
介
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
。

　
最
近
で
は
ワ
ー
プ
ロ
の
様
に
簡
単

に
操
作
で
き
る
ソ
フ
ト
も
あ
る
そ
う

で
す
が
何
事
も
基
本
が
大
切
と
い
う

こ
と
で
、
便
利
な
ソ
フ
ト
に
頼
ら
ず

自
分
の
手
で
作
っ
て
み
ま
し
た
．
最

初
は
慣
れ
な
い
英
語
に
戸
惑
っ
た
り

し
ま
し
た
が
、
幾
つ
か
の
ル
ー
ル
を

分
か
り
や
す
く
指
導
し
て
い
た
だ
き

参
加
者
全
員
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
書

／
ま
し
た
。

　
　
前
回
（
広
報
十
月
号
）
は
自
然
探

　
険
隊
講
座
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し

　
ま
し
た
。
今
回
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
活

　
動
、
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
活
動
な
ど
を

　
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
講
師
の
敬
称

　
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

－磁．

擢
、
溺
ー
灘
鐡
顯
鍵

轟
欝
．

蕪藷
　嚢難

〉
夢
が
広
が
る

　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
こ
れ
で
あ
な
た
も
、
世
界
に
向
け

て
情
報
発
進
が
で
き
ま
す
。
」
と
講
師

の
先
生
か
ら
お
言
葉
を
い
た
だ
い
て

無
事
終
了
。
松
代
町
の
情
報
が
、
世

界
中
に
ド
ン
ド
ン
発
信
さ
れ
て
行
く

こ
と
を
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

〈
腹
へ
っ
た
な
あ
～

　
　
少
年
少
女
交
歓
キ
ャ
ン
プ

　
　
少
年
少
女
交
歓
交
流
キ
ャ
ン
プ

［
六
月
二
＋
八
～
二
＋
九
日
］

　
折
か
ら
の
台
風
の
影
響
で
、
予
定

し
て
い
た
「
津
南
町
山
伏
山
」
で
の

キ
ャ
ン
プ
を
、
「
清
水
の
生
涯
学
習
セ

　
　
　
　
　
き
ゆ
う
き
よ

ン
タ
i
」
に
急
遽
変
更
。
夜
中
に
台

風
が
通
過
し
た
た
め
、
眠
た
い
目
を

こ
す
り
な
が
ら
体
育
館
へ
避
難
し
た

り
と
大
変
で
し
た
が
、
思
い
出
に
残
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
小
松
原
湿
原
自
然
観
察
会

［
講
師
鎚
嘉
雲
敏
夫
］

　
自
然
探
険
隊
講
座
受
講
生
と
ジ
ュ

ニ
ア
受
講
生
が
一
緒
に
ハ
イ
キ
ン
グ

を
兼
ね
、
中
里
村
の
小
松
原
湿
原
へ

出
か
け
ま
し
た
。
小
松
原
湿
原
は
、

標
高
一
、
五
〇
〇
m
の
高
原
に
広
が

る
湿
原
で
い
ろ
い
ろ
な
植
物
が
観
察

で
き
ま
す
。
当
日
は
、
あ
い
に
く
の

雨
で
気
温
も
低
か
っ
た
の
で
す
が
、
＼

口
悩
露
鞭
嘩
目

　
町
の
中
央
女
性
学
級
の
皆
さ
ん
と

国
道
2
5
3
号
蒲
生
～
儀
明
の
ゴ
ミ

拾
い
を
行
い
ま
し
た
。
空
き
缶
や
弁

当
の
ゴ
ミ
な
ど
軽
ト
ラ
ッ
ク
い
っ
ぱ

い
の
ゴ
ミ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
ゴ
ミ
拾
い
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

町
内
各
地
区
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
う
い
っ
た
活
動
が
ド
ラ
イ

バ
ー
の
目
に
止
ま
り
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ

捨
て
が
な
く
な
っ
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。

　
》
中
里
村
　
小
松
原
湿
原

／
山
小
屋
ま
で
の
往
復
四
時
間
み
ん
な

　
一
生
懸
命
歩
き
ま
し
た
。
帰
り
道
の

　
途
中
で
は
山
ぶ
ど
う
や
あ
け
び
な
ど

　
山
の
幸
を
見
つ
け
口
に
し
、
初
め
て

　
の
味
覚
に
驚
く
子
ど
も
た
ち
も
い
て

　
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

『
型
重
蕪
遷
ボ
d

　
ジ
ュ
ニ
ア
の
交
流
を
目
的
に
一
泊

二
日
の
日
程
で
巻
町
の
県
立
青
少
年

研
修
セ
ン
タ
ー
へ
出
か
け
ま
し
た
。

　
和
凧
作
り
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
制

作
と
い
っ
た
ク
ラ
フ
ト
中
心
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
、
朝
・
夕
の
集
い
で
の
他

団
体
と
の
交
流
な
ど
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
来
ま
し
た
。
夜
の
活
動
も
活

発
で
二
日
目
は
居
眠
り
し
て
い
る
子

も
い
た
り
し
て
…
。

　
そ
れ
で
も
自
作
の
凧
を
上
げ
に
海

へ
出
か
け
る
と
、
裸
足
に
な
っ
て
冷

た
い
海
で
遊
ぶ
つ
わ
も
の
も
い
て
、

子
ど
も
た
ち
の
タ
フ
さ
に
は
驚
き
ま

し
た
が
、
さ
す
が
に
帰
路
の
車
中
は

静
か
に
な
り
ま
し
た
。

世
田
谷
新
年
子
ど
も
祭
り

詳
難
結
介
］
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世
田
谷
新
年
子
ど
も
祭

　
　
　
雪
の
お
年
玉
大
作
戦

　
一
月
十
一
日
佃
、
世
田
谷
で
新
年

子
ど
も
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
世
田
谷
区
の
教
育
委
員
会

が
主
催
し
て
い
る
も
の
で
、
子
ど
も

会
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
な
ど
区
内
の
各
種
青
少
年
団

体
や
、
手
話
サ
ー
ク
ル
・
手
を
つ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醤
　
ヨ

1月15日～18日

　　総合センター

受賞者と

　作品のご紹介

大人気のソリコース

ぐ
親
の
会
な
ど
四
十
団
体
近
く
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
松
代
町
も
こ
の
団
体
の
一
つ
と
し

て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

今
回
で
七
回
目
の
参
加
で
す
。

　
今
年
は
雪
が
少
な
く
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
雪
が
用
意
で
き
る
か
心
配
し
て

い
ま
し
た
が
、
何
と
か
間
際
に
き
れ

い
な
雪
が
降
り
、
「
ホ
っ
」
と
し
た
ら

な
ん
と
東
京
に
大
雪
。
こ
ん
な
時
雪

を
運
ん
で
行
っ
て
い
い
の
か
な
？

と
少
し
不
安
に
な
り
な
が
ら
ダ
ン
プ

三
台
、
約
三
十
ト
ン
の
雪
を
積
み
込
み

松
代
を
出
発
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
到
着
す
る
と
、
早
速
会
場

作
り
。
世
田
谷
区
の
教
育
委
員
会
の

》
小
嶋
な
つ
み
（
孟
地
小
一
年
・
犬
伏
）

》
関
谷
恵
介
（
松
代
小
二
年
・
松
代
）

》
高
橋
い
つ
か
（
松
代
小
三
年
・
小
荒
戸
）

皆
さ
ん
や
、
世
田
谷
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
の
皆
さ
ん
と
の
協
同
作
業
で
す
。

さ
す
が
に
皆
さ
ん
、
七
回
目
と
も
な

る
と
手
慣
れ
た
？
も
の
で
、
あ
っ
と

言
う
間
に
「
か
ま
く
ら
と
そ
り
コ
ー

ス
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
祭
り
当
旧
。
曇
り
な
が
ら

か
な
り
冷
え
込
ん
で
い
ま
す
。
昨
日

作
っ
た
会
場
の
反
応
は
ど
う
か
な
あ

な
ど
と
思
い
つ
つ
会
場
に
つ
く
と
、

ま
だ
開
場
前
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
り

乗
り
場
に
は
子
ど
も
た
ち
の
列
が
で

き
て
い
ま
し
た
。
そ
の
列
は
一
日
中

続
き
、
最
高
一
時
間
待
ち
と
い
う
人

気
ぶ
り
で
し
た
。
ま
た
、
か
ま
く
ら

・
前
で
は
戦
国
鎧
武
者
と
の
記
念
撮
影

の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も
大

人
気
。
写
真
を
取
っ
た
り
か
ま
く
ら

に
入
っ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ

顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
松
代
か
ら
の
戦

》
富
澤
雅
人
（
松
代
小
四
年
・
小
荒
戸
）

》
駒
形
直
子
（
松
代
小
五
年
・
松
代
）

》
樋
口
誠
也
（
松
代
小
六
年
・
松
代
）

国
鎧
武
者
に
よ
る
「
元
気
が
出
る
か

け
声
」
に
始
ま
り
、
松
苧
太
鼓
の
皆

さ
ん
の
勇
壮
な
公
演
に
大
き
な
拍
手

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
人
出
は
、
何
と
三
万
人

こ
の
人
出
の
中
を
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
方
全
員
で
会
場
狭
し
と
駆
け
回

り
、
冬
の
陣
や
ほ
く
ほ
く
線
な
ど
、

松
代
の
P
R
を
行
な
い
ま
し
た
。
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
世
田
谷
か
ら
は
、
三
月
に
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
が
松
代
を
訪
れ
、
冬
期

研
修
会
を
行
う
予
定
で
す
。
松
代
の

ジ
ュ
ニ
ア
と
の
交
流
会
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
時
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
小
学
校
六
年
生

以
上
で
興
味
の
あ
る
方
、
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
参
加
し
て
み
た
い
一
般
の
方

は
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
ま
で

連
絡
く
だ
さ
い
。
盈
七
ー
二
三
〇
一

〉
小
堺
瞳
（
松
代
中
一
年
・
儀
明
）

〉
柳
　
　
弘
（
松
代
中
二
年
・
松
代
）

》
山
賀
由
佳
（
松
代
中
三
年
・
小
荒
戸
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　σ　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　∂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　曜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　β　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　爾　9　　　　　　　　　　　　　　　　　雪　8　　　　　　　　　　　　　　　　　－　8　　　　　　　　　　　　　　　　－　」　　　　　　　　　　　　　　　　臼　一　　　　　　　　　　　　　　　爾　9　　　　　　　　　　　　　　　－　r　　　　　　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　　　　　　一　」　　　　　　　　　　　　　一　『　　　　　　　　　　　　　0　8　　　　　　　　　　　　一　庫　　　　　　　　　　　　一　」　　　　　　　　　　　一　9　　　　　　　　　　　富　」　　　　　　　　　　一　『　　　　　　　　　　8　戸　　　　　　　　　　層　’　　　　　　　　　一　θ　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　一　σ　　　　　　　0　9　　　　　　　－　8　　　　　　層　9　　　　　　－　8　　　　　－　9　　　　　－　9　　　　9　ρ　　　　一　ρ　　　一　2　　　一　ρ　　　一　J　　o　伊　　儒　8　－　8　一　ρ一　90　r

町
内
書
き
初
め
展

▼
小
学
校
の
部
▲

一
年
生

二
年
生

三
年
生

四
年
生

五
年
生

六
年
生

関
谷
　
海
門
（
松
代
）

柳
　
　
絵
里
（
松
代
）

寺
崎
　
恵
美
（
松
代
）

小
堺
　
祐
希
（
儀
明
）

鈴
木
　
　
彩
（
松
代
）

高
野
　
　
光
（
松
代
）

重
野
　
孝
彦
（
松
代
）

小
嶋
ち
え
み
（
犬
伏
）

柳
　
　
沙
織
（
松
代
）

井
上
　
陽
香
（
寺
田
）

柳
　
　
美
保
（
松
代
）

斉
木
　
真
也
（
松
代
）

五
十
嵐
真
悟
（
松
代
）

▼
中
学
校
の
部
▲

一
年
生

二
年
生

三
年
生

＊
出
展
数

米関関富関関齋
持谷谷澤谷谷藤

巧
行
（
田
野
倉
）

美
夏
（
松
代
）

純
平
（
松
代
）

一
起
（
小
荒
戸
）

　
俊
（
松
代
）

　
学
（
松
代
）

由
美
（
室
野
）

小
学
校

中
学
校

高
校
生

一
般
者

　
合
計

一
〇
三
点

　
七
一
点

　
一
九
点

　
三
一
点

二
二
四
点
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第11回　　・

かまくらへし、ざ！雪国天下の楽市楽座1

　
十
一
回
目
を
迎
え
た
越
後
ま
つ
だ

い
冬
の
陣
は
、
ほ
く
ほ
く
線
が
開
業

し
て
初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
心
配
さ
れ
て
い
た
冬
場

の
交
通
ア
ク
セ
ス
も
、
ほ
く
ほ
く
線

開
業
に
よ
り
解
決
し
、
関
東
方
面
だ

け
で
な
く
関
西
方
面
か
ら
の
参
加
も

平成10年3月

開催
7日（土）

　8日（土）

冬
の
陣
の

・
プ
ロ
グ
ラ
ム

発
表
〃

　　藩1

譲

三
　
月
　
七

出
　
の
　
巻

時
　
間

ワ
つ
ま午
の
刻
十
二
時
零
分

　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
二
十

　
　
　
　
　
三
十

　
　
十
二
時
・
四
十
分

　
　
　
　
　
五
十

　
　
　
一
時
　
零
分

　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
一
一
十

　
　
　
　
　
三
十

　
　
　
　
　
四
十

　
　
　
　
　
五
十

ひ
つ
じ
未
の
刻
　
二
時
零

　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
二
十

　
　
　
　
　
三
十

　
　
　
　
　
四
十

　
　
　
　
　
五
十

　
　
　
三
時
　
零

　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
二
十

　
　
　
　
　
三
十

　
　
　
　
　
四
十

　
　
　
　
　
五
十

さ
る申
の
刻
　
四
時
　
零

　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
一
一
十

　
　
　
　
　
三
十

　
　
　
　
　
四
十

　
　
　
　
　
五
十

　
　
　
五
時
　
零

　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
一
一
十

　
　
　
　
　
三
十

　
　
　
　
　
四
十

　
　
　
　
　
五
十

と
り酉
の
刻
　
六
時
零

　
　
　
　
　
　
十

　
　
　
　
　
二
十

　
　
　
　
　
三
十

　
　
　
　
　
四
十

　
　
　
　
　
五
十

催

し

物

～
～
～
　
一
日
目
会
場
～
～
～

松
代
小
学
校
鼓
笛
隊
　
開
幕
大
行
進

開
　
幕
　
式

開
幕
大
宝
引
き
会

松
代
中
学
校
吹
奏
学
部
　
演
奏
会

　
　
　
そ
　
ば

出
陣
蕎
麦
相
撲

楽
市
楽
座
で
生
ま
れ
た
『
そ
ば
処
松
代
』
の
イ
メ
ー
ジ
と
早
喰
い
相
撲
を
組

み
合
わ
せ
た
誰
で
も
挑
戦
で
き
る
『
出
陣
蕎
麦
相
撲
』
。
優
勝
者
に
は
、
蕎
麦

一
年
分
を
は
じ
め
、
小
結
ま
で
蕎
麦
の
賞
品
が
贈
ら
れ
る
。

越
後
松
代
幕
府
出
陣
式

冬
将
軍
に
立
ち
向
か
う
越
後
松
代
幕
府
が
、
明
日
正
午
の
乗
っ
と
れ
！

代
城
出
陣
を
目
前
に
ひ
か
え
出
陣
式
を
執
り
行
う
。

松

出
陣
歌
謡
会

ほ
お
ず
き
、
潮
騒
、
東
京
す
ず
め
な
ど
快
調
な
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
す
今
注
目
の

若
手
演
歌
歌
手
「
美
貴
じ
ゅ
ん
子
」
と
、
紅
葉
前
線
、
越
後
恋
酒
な
ど
を
歌

う
「
岡
崎
綾
乃
」
。
雪
上
ス
テ
ー
ジ
の
歌
謡
シ
ョ
ー
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

もござれの楽市楽座・食い倒れ横丁・みなこい横丁開店時問は　十二時～二十時三十分まで

美貴じゅん子（22歳）》

　「ほおずき」「潮騒」な

　どが聞けます。

参加じ鷲／
　　　　　食べ莚楽しむノ

カー弊潔の
保温勤果

かけ方で20％も違う

　　暖房効率

　
冬
場
、
レ
ー
ス
と
厚
地
の
カ
ー
テ

ン
を
二
重
に
吊
れ
ば
、
そ
の
保
温
力

は
厚
さ
三
セ
ン
チ
の
木
の
壁
に
匹
敵

す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
カ
ー
テ
ン
は

日
差
し
や
人
目
を
遮
る
た
め
だ
け
で

な
く
、
室
内
の
保
温
に
も
役
立
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
は

窓
面
を
ぴ
っ
た
り
ふ
さ
ぐ
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
天
井
か
ら
床
ま
で
が
充
分
覆
わ
れ

る
カ
ー
テ
ン
な
ら
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
の
上
が
空

い
て
い
た
り
、
カ
ー
テ
ン
の
す
そ
か

ら
床
が
離
れ
た
り
す
る
と
保
温
効
果

は
半
減
し
ま
す
。
暖
房
中
の
室
内
の

空
気
は
循
環
し
て
い
る
の
で
、
カ
ー

テ
ン
の
上
下
が
筒
抜
け
に
な
っ
て
い

る
と
、
せ
っ
か
く
暖
ま
っ
た
空
気
が

ガ
ラ
ス
面
に
触
れ
て
冷
や
さ
れ
て
し

ま
う
の
で
す
。
こ
れ
を
「
コ
ー
ル
ド

ド
ラ
フ
ト
現
象
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
保
温
効
果
を
高
め
る
に
は
、
室
内

の
暖
か
い
空
気
が
ガ
ラ
ス
窓
と
カ
ー

テ
ン
の
間
に
流
れ
込
む
の
を
防
ぐ
こ

8



可
能
と
な
り
、
観
客
数
が
か
な
り
増

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
今
回
の
内
容
も

①
見
て
楽
し
む

②
参
加
し
て
楽
し
む

③
食
べ
て
楽
し
む

鴫
の

刻

九　　　　　八　　　　　七
時　　　　　時　　　　　時
五四三二　　　五四三二
零十十十十十零十十十十十零

雪雪鳥
中上追
震み∵
大　㌧　r
～乱しぼ
～舞活ん
～　　き　ぼ
＿　　　▼　さ

　　・　ま日　　　　　占

目　生炎閉
場
　
　 き』

▼
～　　　●
～
1
　 合
戦
出
陣

食べもの・土産・何で

見て／

を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
会
場
は
『
山
城
と
か
ま
く
ら
村
』

を
基
本
と
し
て
構
成
さ
れ
、
新
た
に

そ
ば
処
松
代
を
P
R
で
き
る
『
出
陣

そ
　
ば

蕎
麦
相
撲
』
が
新
企
画
で
登
場
。

　
そ
の
他
、
会
場
で
は
気
軽
に
楽
し

め
る
楽
市
楽
座
や
、
い
ろ
い
ろ
な
催

し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
に
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
力
で
「
第
十
一
回
越
後

ま
つ
だ
い
冬
の
陣
」
を
成
功
さ
せ
ま

し
よ
・
つ
。

「のっとれ！　松代城Jは

　日曜正午スタート！

》
熱
唱
「
紅
葉
前
線
」
。
昨
年
に
続
き
出
演
さ
れ

　
る
岡
崎
綾
乃
さ
ん
は
新
潟
県
の
出
身
歌
手
で

　
す
。

時
　
間

申茗　　　　　　　　　　　　　未馨　　　　　　　　　　　　　午皇　　　　　　　　　　　　　巳み　　　　　　午

の　　　　　　　　・のじ　　　　　　　　の　　　　　　　　　の　　　　前
亥lj　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亥lj　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亥lj　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亥り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　九

　五四三二　　五四三二　　五四三二　　五四三二　時五四三二　時五四三二　　五四三二　零
零十十十十十零十十十十十零十十十十十零十十十十十零十十十十十零十十十十十零十十十十十分
　　　　　　　　　　　　　　　　　分

三
　
月

の
　
巻

催

し

物

～
～
～
二
日
目
開
場
～
～
～

出
陣
大
舞
踊
会

出
陣
を
前
に
戦
士
を
激
励
す
る
出
陣
大
舞
踊
会
は
、
雪
国
松
代
き
っ
て
の
美

人
が
勢
ぞ
ろ
い
！
　
華
麗
な
舞
で
出
陣
す
る
戦
士
を
激
励
し
ま
す
。

冬
将
軍
の
手
に
あ
る
松
代
城
へ
一
番
乗
り
を
果
た
し
、
新
城
主
の
名
の
り
を

上
げ
る
の
は
誰
か
！
　
全
国
か
ら
馳
せ
参
じ
た
総
勢
五
百
名
の
戦
士
が
一
斉

に
出
陣
す
る
様
は
、
ま
さ
に
圧
巻
。
仮
装
部
門
の
戦
国
衣
装
自
慢
も
見
ど
こ

ろ
の
ひ
と
つ
。

総
勢
五
百
名
　
戦
士
入
場

　
　
仮
装
部
門
　
参
加
者
審
査

乗
っ
と
れ
ー
・
松
代
城
戦
士
大
出
陣

素
人
カ
ラ
オ
ケ
雪
舞
台

素
人
だ
け
ど
歌
に
か
け
る
情
熱
は
プ
ロ
に
も
ひ
け
を
取
ら
な
い
。

　
　
　
　
熱
い
ハ
ー
ト
の
熱
演
が
期
待
で
き
そ
う
。
乞
う
！

ご
期
待
。

雪
中
松
代
相
撲
（
雪
中
松
代
相
撲
場
）

冬
の
陣
の
も
う
ひ
と
つ
の
戦
い
。
滑
り
や
す
い
雪
の
土
俵
場
で
取
り
組
む
雪

中
松
代
相
撲
。
頭
で
勝
つ
か
技
で
勝
つ
か
、
い
ざ
勝
負
！

緑
化
フ
ェ
ア
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト

凱
旋
太
鼓
【
松
苧
太
鼓
】

　
新
城
主
凱
旋
・
各
種
表
彰
式

越
後
妻
有
郷
観
光
大
使
認
定
式

乗
っ
と
れ
！
松
代
城
　
表
彰
式
・
大
抽
選
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ア
ム
遠
島
の
刑
・
芝
峠
温
泉
釜
ゆ
で
の
刑
・
他

閉
　
幕
　
式

～
～
～
閉
場
～
～
～

と
が
必
要
で
す
。
ヵ
ー
テ
ン
の
上
部

に
カ
ー
テ
ン
ボ
ッ
ク
ス
を
取
り
つ
け

る
の
が
一
番
確
実
で
す
が
、
カ
ー
テ

ン
レ
ー
ル
の
上
に
大
き
め
の
布
を
か

ぶ
せ
て
お
く
だ
け
で
も
充
分
に
効
果

が
あ
り
ま
す
。
カ
ー
テ
ン
の
長
さ
は

床
ま
で
届
く
よ
う
に
し
、
も
ち
ろ
ん

カ
ー
テ
ン
の
合
わ
せ
目
も
隙
間
な
く

合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ど
う
し
て
も
長
さ
が
足
り
な
い
と

き
は
、
カ
ー
テ
ン
の
す
そ
に
磁
石
を

取
り
つ
け
る
の
も
一
案
で
す
。
カ
ー

テ
ン
の
幅
に
応
じ
て
数
カ
所
に
磁
石

を
縫
い
つ
け
、
窓
枠
に
は
小
さ
な
鉄

板
を
張
り
つ
け
ま
す
。
こ
う
す
れ
ば

カ
ー
テ
ン
と
窓
枠
が
ぴ
っ
た
り
く
っ

つ
い
て
冷
え
た
空
気
が
室
内
に
流
れ

込
む
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
カ
ー
テ
ン
の
合
わ
せ
目
や

カ
ー
テ
ン
と
壁
と
の
隙
間
は
マ
ジ
ッ

ク
テ
ー
プ
で
ふ
さ
ぐ
と
効
果
的
で
す
。

　
使
い
方
次
第
で
、
約
二
十
％
も
暖

房
効
率
が
高
ま
る
カ
ー
テ
ン
。
上
手

に
利
用
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
光
熱

費
を
節
約
し
ま
し
ょ
う
。

：｝
〆：：！：：レ

聾隅
難
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妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス

　
　
　
整
備
構
想
の
ご
紹
介

　
前
回
か
ら
「
妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ

ク
レ
ス
整
備
構
想
」
の
柱
で
あ
る
四

つ
の
事
業
を
ご
説
明
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
続
き
の
部
分
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

自
然
体
感
型

　
　
ふ
れ
あ
い
文
化
施
設

　
ス
テ
ー
ジ
は
、
六
市
町
村
そ
れ
ぞ

れ
に
整
備
さ
れ
る
地
域
の
核
と
な
る

施
設
で
す
。
地
域
特
性
を
活
か
し
た

施
設
が
異
な
る
テ
ー
マ
の
も
と
に
建

設
さ
れ
、
住
民
の
誇
り
と
圏
域
の
個

性
に
つ
な
が
る
美
し
い
環
境
づ
く
り

が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー

ジ
は
機
能
を
分
担
し
、
周
辺
の
既
存

施
設
と
連
携
し
な
が
ら
、
広
域
全
体

で
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
行
事
な
ど
に
対

応
で
き
る
態
勢
を
整
え
、
総
合
的
な

情
報
発
信
を
図
り
ま
す
。

　
ス
テ
ー
ジ
は
、
妻
有
郷
の
文
化
・

歴
史
・
自
然
な
ど
を
体
験
し
、
学
び

　
　
　
　
　
　
交
流
の

　
十
日
町
地
域
は
、
七
二
、
六
〇
〇

診
と
い
う
広
大
な
面
積
を
有
し
て
い

ま
す
。
こ
の
広
範
な
地
域
に
一
体
感

を
持
た
せ
、
広
域
計
画
で
あ
る
こ
と

の
強
み
を
充
分
発
揮
し
て
い
く
た
め

に
、
各
市
町
村
で
展
開
さ
れ
て
い
る

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
と
連
動
さ
せ
市

（
ス
テ
ー
ジ
）

遊
ぶ
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
未
来
の

人
材
を
生
み
育
て
る
場
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

マ
の
も
と
に
特
色
豊
か
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
用
意
さ
れ
、
新
し
い
経
験
と
感

性
が
培
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
住

民
の
憩
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
し
て
の
役
割
も
担
い
ま
す
。

　
各
ス
テ
ー
ジ
と
も
、
地
域
固
有
の

資
源
や
既
存
施
設
を
活
用
し
て
、
広

域
連
携
の
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス

テ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
整
備
を
行
う

計
画
で
す
．

道町
村
を
結
ぶ
幹
線
道
路
の
沿
道
を
花

で
飾
る
「
花
の
道
」
の
実
現
を
図
り

ま
す
。

　
「
花
の
道
」
運
動
は
、
整
備
構
想
に

基
づ
く
住
民
の
全
員
参
加
で
行
う
町

つ
く
り
の
基
本
と
い
え
ま
す
。

　
ま
た
、
各
市
町
村
ス
テ
ー
ジ
を
つ

な
ぐ
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る

「
情
報
の
道
」
や
、
河
川
景
観
の
修
景

も
視
野
に
入
れ
た
「
水
辺
の
道
」
の

整
備
を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

「
道
」
で
は
、
自
然
環
境
を
活
か
し
た

特
色
あ
る
ル
ー
ト
づ
く
り
や
、
案
内

標
示
の
整
備
、
橋
梁
の
デ
ザ
イ
ン
化

な
ど
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
前
回
と
今
回
に
わ
た
り
「
妻
有
郷

ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
」
の

柱
で
あ
る
四
つ
の
事
業
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。
こ
の
整
備
構
想
で
は

こ
れ
ら
事
業
の
他
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
祭
り
や
行

事
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
各
ス
テ
ー

ジ
で
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
構
想
は
、
約
十
年
を
か
け
て

展
開
さ
れ
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
が
圏
域
の
全

員
の
方
か
ら
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
て
い
く
と
い
う
考
え
方
が

基
本
方
針
で
す
．

　
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
里
創
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
　
企
画
振
興
課
企
画
振
興
係

　
智
〇
二
五
七
－
五
七
－
二
六
三
七

ま
た
は
、
役
場
企
画
財
政
課
企
画
係

　
盈
七
－
二
二
二
〇
ま
で

　
　
　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

薗駿

o～竣気、
、～おる記

高橋八十八

その18

‘
、

●

ト
リ
カ
ブ
ト

　
現
在
、
峠
地
区
に
あ
る
国
道
の

ト
ン
ネ
ル
の
大
島
側
出
口
あ
た
り

が
工
事
さ
れ
始
め
た
こ
ろ
、
こ
こ

を
通
り
か
か
っ
て
ト
リ
カ
ブ
ト
の

若
苗
が
生
え
て
い
る
の
に
気
づ
き

ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
け

ば
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
た
め
に
絶
滅

さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
、
と
思
っ
て

い
く
つ
か
の
株
を
こ
い
で
持
ち
帰

り
、
家
の
空
き
地
に
植
え
て
お
き

ま
し
た
。
そ
れ
が
毎
年
秋
が
深
ま
っ

た
こ
ろ
に
な
る
と
濃
い
紫
色
の
美

し
い
花
が
咲
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
花
が
重
い
の
で
し
だ
れ
て
し

ま
う
の
が
難
点
で
す
が
、
な
か
な

か
乙
な
風
情
で
す
。

　
こ
の
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
の
多
年
草

で
あ
る
ト
リ
カ
ブ
ト
は
有
名
な
毒

草
で
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
は
熊
狩
り

の
毒
矢
に
こ
の
根
の
毒
を
使
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
殺
人
事
件
も

あ
っ
て
一
時
は
ニ
ュ
ー
ス
を
賑
わ

し
ま
し
た
が
、
扱
い
を
誤
ら
な
け

れ
ば
花
屋
さ
ん
で
売
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

　
小
リ
カ
ブ
ト
に
も
種
類
が
多
く

て
判
別
が
む
ず
か
し
い
の
で
す
が
、

峠
地
区
に
あ
っ
た
も
の
は
ヤ
マ
ト

リ
カ
ブ
ト
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、

オ
ク
ト
リ
カ
ブ
ト
が
正
し
い
よ
う

な
気
が
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
だ
ト
ン
ネ
ル
の
上
あ
た
り
に

生
き
残
っ
た
も
の
が
生
え
て
い
る

ら
し
い
よ
う
で
す
か
ら
、
よ
く
似

た
ニ
リ
ン
ソ
ウ
と
間
違
え
て
食
べ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
ニ
リ
ン
ソ
ウ
そ
の
も

の
に
毒
が
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、

食
べ
る
習
慣
が
あ
っ
た
か
ど
う
か

で
す
が
、
た
ぶ
ん
、
食
べ
る
習
慣

は
な
い
と
思
い
ま
す
か
ら
、
今
後

の
山
菜
ブ
ー
ム
に
う
な
さ
れ
て
誤

食
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

↑
q
ナ
つ
ト

②
・

～

簾

－

ア、
》駅
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【
児
童
手
当
の
目
的
】

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ

り
、
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
と
、

次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
全
な

育
成
及
び
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

【
児
童
手
当
の
し
く
み
】

◎
対
象
”
三
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合
に
は
、
所
得
制
限
に
よ
り
児

童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
手
当
支
給
額
”
第
一
子
及
び
第
二

子
に
は
月
額
五
千
円
、
第
三
子
以
降

は
月
額
一
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

役
場
住
民
課
　
児
童
手
当
担
当
ま
で

　
　
暦
七
－
二
二
二
〇
　
内
線
二
七

》
元
気
な
子
供
達

　
　
　
　
　
（
松
代
保
育
園
に
て
）

《
写
真
と
文
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
》

児
童
扶
養
手
当
の
あ
ら
ま
し

児
童
扶
養
手
当
と
は

　
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
っ
て
、
父

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

に
つ
い
て
手
当
を
支
給
す
る
制
度
で

す
。
そ
の
目
的
は
、
母
子
家
庭
な
ど

の
生
活
の
安
定
を
図
り
、
自
立
を
促

進
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
を

　
　
　
　
　
受
け
ら
れ
る
人

　
手
当
は
、
1
8
歳
に
達
す
る
日
以
後

の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

に
あ
る
児
童
（
障
害
児
に
つ
い
て
は

20

歳
未
満
）
を
看
護
し
て
い
る
母
、

又
は
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
法
施
行
令
に
定
め
る
程
度
の

　
障
害
の
状
態
（
年
金
の
障
害
等
級

　
一
級
程
度
）
に
あ
る
児
童
で
公
的

　
年
金
の
加
算
対
象
と
な
っ
て
い
な

　
い
児
童

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
父
か
ら
一
年
以
上
遺
棄
（
お
き
ざ

　
り
に
）
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
一
年

　
以
上
拘
禁
（
刑
務
所
等
に
入
所
）

　
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し

　
父
の
認
知
を
受
け
て
い
な
い
児
童

⑧
遺
児
な
ど
で
出
生
の
事
情
が
明
ら

　
か
で
な
い
児
童

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
あ
ら
ま
し

特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　
精
神
ま
た
は
身
体
が
障
害
の
状
態

（
政
令
で
定
め
る
程
度
以
上
）
に
あ
る

20

歳
未
満
の
児
童
に
つ
い
て
、
児
童

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
手
当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
を

　
　
　
　
　
受
け
ら
れ
る
人

　
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
り
、
精
神

又
は
身
体
に
障
害
を
有
す
る
児
童
を

看
護
し
て
い
る
父
か
母
、
又
は
父
母

に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
に
は
、

手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
日
本
に
住
所
を
有
し
な
い
と
き

②
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
年

　
金
（
障
害
児
福
祉
手
当
は
年
金
で

　
は
あ
り
ま
せ
ん
）
を
受
け
る
こ
と

　
が
で
き
る
と
き

③
児
童
福
祉
施
設
（
母
子
寮
、
保
育

　
所
、
通
園
施
設
を
除
く
）
な
ど
に

　
入
所
し
て
い
る
と
き

　
　
用
「
約
束
の
時
間
に
遅
れ

　
　
四
「
そ
う
だ
。
こ
ん
な
と
き

●
　
壬
丁
手
元
に
電
話
が
あ
れ
ば

帯
璽
絡
で
き
る
の
ξ

磯
麟
馨
蕊
轄

中
車
せ
冷

転
騨
麓
難
糞

運
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い

　
　
　
　
　
て
も
、
車
を
運
転
し
な

慾い
が
ら
の
通
話
は
重
大
な

事
故
に
つ
な
が
り
か
ね

ま
せ
ん
。
い
っ
た
ん
、

車
を
安
全
な
場
所
に
止

め
て
か
ら
話
す
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
■
事
故
防
止
は

　
　
一
人
一
人
の
心
が
け

　
最
近
の
携
帯
・
自
動
車
電
話
の
普

及
は
著
し
く
、
平
成
九
年
八
月
末
現

在
で
、
加
入
者
数
は
二
千
五
百
万
人

を
越
え
て
い
ま
す
。
国
民
の
約
六
人

に
一
人
が
利
用
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
急
激
な
普
及

状
況
に
伴
っ
て
、
自
動
車
運
転
中
の

携
帯
・
自
動
車
電
話
使
用
に
よ
る
交

通
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
九
年
一
月
か
ら
六
月
に
か
け

て
千
百
二
十
二
件
、
う
ち
死
亡
事
故

が
十
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
！
　
運
転
中
は
危
険
で
す
。

携
帯
電
話
・
自
動
車
電
話
は
使
用
し

な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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塁

O

私
の
心

　
春
寒
の
折
、
皆
様
お
元
気
で
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
こ
ち
ら
関
東
地

区
で
は
一
月
八
日
よ
り
二
年
ぶ
り
の

大
雪
と
な
り
ま
し
て
、
い
つ
も
な
が

ら
の
ド
タ
バ
タ
劇
、
呆
れ
て
し
ま
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穫
　
新

　議．瀦驚

▲東京松代会

の
一
頁

赤

ま
す
。
雪
国
に
住
ま
わ
れ
て
い
る
方
々

に
と
っ
て
は
日
常
茶
飯
事
で
嘲
笑
に

付
さ
れ
た
に
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
弱
い
も
の
で
す
ね
。

　
さ
て
、
去
る
一
月
十
一
日
、
東
京

松
代
会
新
年
総
会
が
、
東
京
渋
谷
の

東
急
文
化
会
館
ゴ
ー
ル
デ
ン
ホ
ー
ル

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
松
代

町
よ
り
関
谷
町
長
を
は
じ
め
多
数
の

方
々
、
ま
た
、
政
界
他
各
方
面
よ
り

た
く
さ
ん
の
ご
列
席
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
こ
ん
な
に

た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
列
席
い
た
だ

東京　　憲達
だより　 彦

池
ミ
子

川
崎
市
高
津
区
在
住

会
沢
・
福
の
屋
出
身

い
た
こ
と
に
、
し
ば
し
、
感
慨
無
量

と
な
る
と
共
に
、
こ
ち
ら
で
ご
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
々
が
こ
ん
な
に
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
か
と
改
め
て
感
心
さ

せ
ら
れ
ま
す
。
都
会
と
比
べ
ま
す
と

目
や
耳
に
入
っ
て
く
る
情
報
は
少
な

く
、
相
当
な
努
力
を
さ
れ
て
き
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
と
か
く
雪
国
出
身

者
は
粘
り
強
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

ま
さ
し
く
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
し

た
。　
東
京
松
代
会
は
、
今
年
で
七
年
目

と
な
り
ま
し
た
。
役
員
の
皆
様
、
そ

棄康松機会

を員会新

募集中

申込先（各地区の代表者）

松代地区　鈴木佐一郎

　　　　　　　暦03－3924－6814
峰方地区　秋山正三

　　　　　　　奮03－3893－7979

伊沢地区　山岸弘政

　　　　　　　費045－934－9584

山平地区　高橋長松

　　　　　　　倣0489－22－2975

奴奈川地区　小堺満三

　　　　　　　盈0425－72－47Q8

の
他
多
数
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り

ま
し
て
発
展
を
遂
げ
て
お
り
ま
す
。

　
私
も
楽
し
み
に
し
て
出
席
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ま
り

と
石
川
啄
木
の
「
ふ
る
さ
と
の
　
誰

な
つ
か
し
　
停
車
場
の
　
人
込
み
の

中
に
　
そ
を
聞
き
に
ゆ
く
」
と
い
う

句
を
思
い
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
松
代
町
の
暮
ら
し
ぶ
り

が
、
何
と
な
く
で
は
あ
り
ま
す
が
頭

の
中
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
あ
の
人

は
…
、
こ
の
人
は
元
気
に
暮
ら
し
て

い
る
の
か
な
…
。
と
か
昔
話
に
花
が

咲
い
て
し
ま
う
こ
と
も
度
々
で
す
。

　
都
会
に
暮
ら
す
私
共
に
と
っ
て
、

と
て
も
懐
か
し
く
、
ま
た
新
鮮
な
気

持
ち
に
な
れ
る
会
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
自
分
自
身
で
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
遠
く
よ
り
お
越
し
の
皆
様
、
ま
た

東
京
松
代
会
の
運
営
に
携
わ
る
方
々

本
当
に
ご
苦
労
様
で
す
。
私
も
微
力

な
が
ら
応
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
益
々
発
展
さ

れ
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

1／11　東京松代会
　　　　　　　　新年総会開催

　　　　於：渋谷東急文化会館

　　　　ゴールデンホール

　　　　　（11：30～14：00）

　　　　松代町から関谷町長は

　　　　じめ多数のご出席を賜

　　　　わケ）盛大に開催させてい

　　　　ただくことができました。

　　　　ありがとうございました。

2／17　東京松代会
　　　　　　　　第1回役員会

　　　　於：新潟県人会館

　　　　　（18：00～20：00）

　　　　①平成9年度決算報告

　　　　　平成10年度予算案

　　　　②冬の陣実行委員報告

　　　　③新年総会収支報告

3／7・8　第11回越後まつだい

　　　　冬の陣に参加します

　　　　　　　宿泊：芝峠温泉

　　　　50名ほど参加の予定

　　　　よろしくお願いします

《つどい》

1／24　東京奴奈川会役員会

　　　　　　　於：千日谷会堂

　　　　①新年顔合わせ

　　　　②役員人事、他

《会員名簿の訂正》

〒435－0014浜松市大蒲町119－13

　　鷲津ウメ　盈0534－63－4772

　　　　（脱落していました）

〒234－0054横浜市港南区港南台

　　6－23－29　榎木戸ハィッ203

　　柳　新八　奮0534－63－4772

　　（郵便番号・住所の誤り）

※柳さんは会員名簿後の入会

　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　響　9　　　　　　　　　　　　　　－　8　　　　　　　　　　　　　一　ρ　　　　　　　　　　　　　一　9　　　　　　　　　　　　－　9　　　　　　　　　　　　－　8　　　　　　　　　　　　－　9　　　　　　　　　　　－　9　　　　　　　　　　　－　9　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　　　　層　ρ　　　　　　　　　一　8　　　　　　　　　－　9　　　　　　　　　－　8　　　　　　　　－　8　　　　　　　　－　8　　　　　　　－　8　　　　　　　一　’　　　　　　　一　ρ　　　　　　一　’　　　　　　一　r　　　　　－　9　　　　　8　9　　　　0　9　　　　8　9　　　　一　ρ　　　菖　8　　　噌　8　　盧　9　　一　一　曜　8　一　’　一　一一　」
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園
芸
鵜
ロ
メ
モ

　
　
タ
マ
ヤ
ナ
ギ

　
　
　
　
　
　
｛
ク
ロ
ウ
メ
驚
欝
聖
科
）

　
北
海
道
か
ら
沖
縄
に
至
る
ま
で
各

地
に
自
生
し
て
い
ま
す
。
ク
マ
ヤ
ナ

ギ
は
「
つ
る
性
」
の
も
の
で
、
古
く

は
そ
の
つ
る
を
馬
に
用
い
る
鞭
に
し

た
り
、
雪
国
で
は
カ
ン
ジ
キ
の
材
料

に
も
し
ま
し
た
。
若
い
芽
は
食
用
と

な
り
、
実
も
食
し
た
よ
う
で
す
。

　
名
前
の
由
来
は
、
つ
る
が
熊
の
よ

う
に
強
く
て
、
若
葉
の
こ
ろ
は
柳
の

よ
う
だ
と
例
え
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
木
部
は
、
胆
石
に
効
が
あ
る

や
に
聞
き
ま
す
．

▲クマヤナギ

圏
　
　
　
　
出
題
　
前
名
人
　
武
宮
正
樹

　
黒
先
勝
（
5
手
ま
で
）

　
●
ヒ
ン
ト
…
こ
れ
ぞ
「
ウ
ッ
テ
ガ
エ

　
　
シ
」
と
い
う
手
筋
。

　
　
3
分
で
一
級
、
2
分
以
内
で
有
段
者
．

。手羊qヂ迅にト、儲冬きσ4て4善44
ユ9崔f冷）・、き43マ⊥鷺z日ユ彰璽
圭η薩駈爵．4／き⑦1蓄〈鶴玉1葺睾〉

z　ウ
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おっきくなっ薦一

　なんになる…？

保育園きいろ組さん

〉
バ
ス
の
運
転
手
さ
ん

みんなで

応援してネ！

　帽駄　　．幽■r

　　ともあき
関谷友明くん

　　4　歳
千年・はやし

〉
シ
ャ
ン
ブ
ー
屋
さ
ん

ち
や
ん
　
ん

嘆
敷

み
美
　
か

直
司
4
．

山
　
伏

小
　
犬

相続登記はお早めに！

E黙相続
　　　　　　新潟県司法書士会

　新潟県司法書士会（会員348名）

では、毎年2月を『相続登記は

お済みですか月間』と定め相続

登記についての無料相談を実施

しています。

　最近は、国民の権利意識の高

揚、核家族化や住宅事情などに

よる老後の扶養に関しての感情

のもつれ等から、相続について

のトラブルや障害が発生してい

る事実が増加傾向にあるように

思われます。

　相続が生じた後、すばやく対

応すると共に、遺言等、事前の

手当も重要な時代となケ）ました。

　また、税金の申告が済んでい

るからといって、それで相続が

完了したわけでもあ｝）ません。

この機会にお近くの司法書士に

お気軽にご相談ください。相続

について、無料でご相談に応じ

ています。松代町管内では、

　山岸剛司法書士事務所

　　盈7－3933　または、

　植木誠一司法書士事務所

　　智6－2079で受けつけます。

　その他、登記に関する諸問題

について毎週水曜日の午後、テ

レホン相談にも応じています。

　「司法書士テレホン相談」

　　奮　025－228－1589

【お問い合わせ】

　新潟市古町通13番町5160番地

　　　　　盈　025－228－1589

　　　　　新潟県司法書士会

　心と身体のリフレッシュ！
　　講演会に参加しませんか

一産婦人科医師の立場から一
【対象者】

　更年期に興味のある一般の方

【日時】平成10年3月3日（幻

　　　　　PM2：30～PM4：00
【講師】厚生連上越総合病院

　　産婦人科医長　石田道雄
【会場】上越保健所大会議室

【申し込み・問い合わせ】

　平成10年2月20日㈹までに

　上越保健所地域保健課

　　地域保健係　五十嵐まで

　　　　　奮　0255－24－6133

バ

俺

））

《日時》平成10年3月15日（日）

　　　　午前10時～午後4時
《電話番号》　当日限り

025－225－5650
《相談料》無料

《お問い合わせ》

新潟県青年司法書士協議会

　事務局　盈0255－22－0947

　
へ
　
（
　
へ
．
d

ゆ
め
あ
り
君

国
民
年
金
の

　
保
険
料
額
が

　
　
変
わ
り
ま
す

　国民年金の保険料は、平成10

年4月分から13，300円に改定さ

れます。付加保険料は、今まで

と同額の400円です。

割引があって便利な

前納制度
　平成10年4月から、平成11年
　　　　　　　　も
3月までの一年間の前納保険料

は、次の金額です。

　　定額保険料155，750円

　　定額保険料＋付加保険料

　　　　　　160，430円
　毎月納めたときと比べ、定額

保険料で3，850円、定額保険料＋

付加保険料で3，970円が割引され

ます。

　前納を希望する人は、役場国

民年金担当にお尋ねください。

フリーダイヤル

0120－857552
　　　　ばんごう7（ケタ）

　　　　　　　　ここに

平成11年1月30日（土）まで

午前9時から午後5時まで

その他詳しくは

各郵便局へお尋ねください
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陥孫魏講羅き
襟

←

ノ
ア

　新潟県への

ご意見・ご提言は

県政ポストヘ
　県では、広く県民の皆様から

県政についての建設的なご意見

やご提言をいただくために、次

の場所に「県政ポスト」を設置

し、所定のはがきを用意してあ

ります。皆様のご意見、ご提言

をお待ちしております。

★新潟県庁舎（2か所）

★県総合・合同庁舎（17か所）

★県運転免許センター（1か所）

★市町村役場窓口（112か所）

　松代町役場では、正面玄関を

入って右側に置いてあります。

　詳しくは、県広報広聴課まで

　奮025－285－5511　内線2116

ご存じですか？

検察審査会
　交通事故、詐欺などの被害に

遭って警察や検察庁に訴えたの

に、その事件を裁判にかけてく

れない（不起訴処分）、どうも納

得できない。こんな不満をお持

ちの方はいませんか。

　検察審査会は、選挙権を有す

る国民の中から「くじ」で選ば

れた11人の審査員が国民を代表

し、住民として健全な良識にし

たがって、検察官の不起訴処分

を調べ直してくれる民主的な国

の機関です。

　申し立てには費用は一切かか

りません。お気軽にご相談くだ

さい。なお、詳しいことは高田

検察審査会事務局（新潟地方裁

判所高田支部）にお問い合わせ

ください。　盈0255－24－5160

15

講座名 「宮崎緑」講演会 初めての『E－ma”』作成講座

地球に優しい国際感覚 インターネットの仕組みから
雛一黛

～環境を考える～ E－mai1の作成までを学ぶ

宮崎緑氏 本間誠治氏　　　・
講議

元NHKキャスター 新発田ネットワークサービス代表取締役

織　時 3月11日（水）PM6：15～PM7：35 3月17日（火）PM1：30～PM4：30

新潟ユニゾンプラザ ㈲新潟県国際交流協会
緩　i醗・

新潟市上所2－2－2 新潟市新光町16－4

窺　繋 200人 30人

天場料 いずれも無料

応 ハガキに次の事項を記載し、 3月3日（幻必着で郵送のこと

募 （ただし、 定員に達し次第締め切ります）
．施 ①聴講を希望する講座名　②氏名 ③住所④年齢⑤性別
法 ⑥電話番号⑦所属名（勤務先、 学校名、交流団体名など）

〒950－0965新潟市新光町16－4 葎原新潟ビル3階

応募鋸 ㈲新潟県国際交流協会 研修担当

TEL　O25－285－6020　　FAX　O25－283－5931

《2月17日（火）　10：30～13：30》

「冬をあたたかくする料理」

・肉まん＆あんまん

・キノコと豆腐のうま煮

・中華風和え物、他

《場所》十日町市宮田町1　5

東北電力㈱十日町営業所クッ

キングスタジオ「えぷろん」

《参加費》500円

《定員》18名　エプロン持参

《申込先》盈0257－52－3107

雪降ろしの際は

電話線にご注意を1

■電話が不通になると、相手先

　にも不便をかけます。

■雪降ろしを行う場合は、引き

　込線にくれぐれもご注意くだ

　さい。大雪の場合、道路状況

　等が悪く、修理に時間がかか

　ります。

■万一、電話の引き込線を切断

　してしまった場合は、下記へ

　ご連絡ください。

　　N　T　T故障受付係

　　　　　盈局番なしの113番

緑の募金
2月1目～5月31目

森の中緑がゆれる笑ってる

緑の募金に関するお問い合わせは

　　（社）国土緑化推進機構

　東京都千代田区平河町2－7－5
　　電話　03－3262－8451（代）

または、各都道府県の緑化推進委員会

　　　までお願いします。
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「
よ
し
た
よ
し
た
』
と

　
　
　
　
　
誉
め
て
あ
げ
た
い

　
昔
む
か
し
（
昭
和
四
三
年
五
月
二

三
日
）
、
あ
る
所
（
室
野
）
に
可
愛
い

男
の
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
子

は
正
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
娘
は

す
で
に
二
人
い
た
の
で
、
父
親
は
た

畢

正さん藤佐

（室野・合田屋）

い
そ
う
喜
び
、
そ
の
時
始
め
て
母
親

を
「
よ
し
た
よ
し
た
」
と
誉
め
て
や
っ

た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
母
親
を
褒

め
た
の
は
そ
の
時
だ
け
だ
っ
た
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
父
親
は
正
を
た
い
そ
う
可
愛
が
り

時
々
目
に
入
れ
て
出
か
け
る
ほ
ど
で

し
た
。
そ
し
て
「
あ
ま
ど
も
（
娘
二

人
）
は
ど
う
で
も
い
い
」
と
言
っ
て

正
だ
け
を
可
愛
が
っ
た
そ
う
で
す
。

　
正
は
、
ス
ク
ス
ク
と
わ
が
ま
ま
に

育
ち
ま
し
た
。
高
校
を
卒
業
し
て
、

憧
れ
の
東
京
に
…
。
六
年
の
月
日
が

流
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
東
京
と
い
う

大
都
会
が
肌
に
合
わ
な
い
と
感
じ
た

正
は
、
U
タ
ー
ン
し
て
室
野
に
戻
っ

て
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
正
は
結
婚
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
嫁
さ
ん
の

名
前
は
あ
け
み
と
い
い
ま
す
。
年
が

過
ぎ
、
二
人
に
待
望
の
赤
ち
ゃ
ん
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
四
千
修
も
あ
る
大

き
な
男
の
子
、
名
前
を
京
平
と
つ
け

ま
し
た
。
三
年
が
過
ぎ
、
二
人
目
の

赤
ち
ゃ
ん
が
で
き
ま
し
た
。
ま
わ
り

の
人
々
は
あ
け
み
を
見
て
、
今
度
は

女
の
子
に
違
い
な
い
と
言
っ
て
正
を

喜
ば
せ
ま
し
た
。
調
子
に
乗
っ
た
正

は
、
病
院
の
先
生
に
男
の
子
か
女
の

子
か
聞
く
よ
う
に
言
い
ま
し
た
。

　
帰
り
の
車
中
で
聞
く
と
あ
け
み
は

「
男
の
子
だ
っ
て
」
と
言
い
ま
す
。

正
は
、
思
わ
ず
事
故
っ
て
し
ま
い
そ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
元
気
な

次
男
を
産
み
ま
し
た
。
名
前
は
稜
。

　
正
は
未
だ
に
「
よ
し
た
よ
し
た
」

と
言
っ
て
い
な
い
そ
う
で
す
。
早
く

「
よ
し
た
よ
し
た
」
と
言
い
た
い
と

時
々
思
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
だ
れ
か
、
女
の
子
の
つ
く
り
か
た

教
え
て
…
。

　男　2，257人　（一3人）

　女2，313人（一2人）
　計4，570人（一5人）
世帯数1，454世帯（＋3世帯）

　出生2人　　死亡7人
　転入5人　　転出5人
　　　（10年1月末日現在）

　　人ロの動き

圖
園
圏
圃

▼
　
我
は
行
く
心
の
命
ず
る
ま
ま
に
～

若
い
こ
ろ
お
酒
に
酔
う
と
こ
ん
な
歌
、

ひ
ん
し
ゆ
く

墾
盛
を
か
い
ま
し
た
。
心
の
ま
ま
に

自
由
奔
放
に
生
き
て
み
た
い
…
。
規
則

や
慣
習
に
縛
ら
れ
、
金
も
暇
も
な
い
、

そ
ん
な
日
常
に
嫌
気
が
さ
し
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
▼
「
自
由
と
は
真
理
の

洞
察
、
わ
が
ま
ま
は
不
自
由
の
も

と
？
」
古
い
本
の
裏
表
紙
に
発
見
し
ま

し
た
。
高
校
時
代
の
も
の
で
し
よ
う
か
、

す
っ
か
り
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
▼
高
校

と
い
え
ば
我
が
県
立
松
代
高
等
学
校
、

今
年
は
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

卒
業
生
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
や

コ
ー
チ
が
誕
生
し
記
念
の
年
に
花
を
添

え
ま
し
た
。
小
・
中
⊥
口
同
が
一
体
と

な
っ
た
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
の
教
育
は
将

来
を
洞
察
し
た
結
果
で
し
ょ
う
か
。
後

に
続
く
選
手
に
も
大
き
な
希
望
を
与
え

て
ま
す
。
▼
大
雪
が
続
き
ま
し
た
。
交

通
事
故
や
雪
降
ろ
し
な
ど
充
分
な
ご
注

意
を
…
．
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圃團勘團回
（12月26日～1月25日）

幸せ多い人生を（婚姻）

　
　
　
ぼ

さ
ん
ん

子
た
恵
・
理
伏
坂
犬
保
（

●史智本山

げんきな良い子に（出生）

　　　あつや
久保田敦也、・貴志・栄子さん

　　　　　　（男の子・松代）
　　な　な　み
柳　菜々美笠・雅樹・広美さん

（女の子・奈良立・ごせんや）

ご冥福を祈ります（死亡）

柳　　ハヤさん　　　　　85歳

　　　　　（苧島・なかすけ）

柳　　一雄さん　　　　、74歳

　　　　　　（苧島・なかご）

仲村　イネさん　　　　　85歳

　　　　　　（儀明・じへえ）

高野　喜一さん　　　　　　72歳

　　　　　　（松代・やえさ）

柳　　イワさん　　　　　81歳

　　　　　　　（犬伏・．くぼ）

柳　　　茂さん　　　　　58歳

　　（松代・さわだや理容所）

池田登久司さん　　　　　　84歳

　　　　　　（莇平・こびき）

r訂正と
　　　　　　　お詫び

　先月号の2ぺ一ジ最上段9行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

目の3月23日→3月22日、5ぺ一

ジ2段目の東頸城郡租税教育推
　　　　　　　　　　　進協議会長賞で佐藤美香→佐藤
　　
美春、6ぺ一ジ最上段12行目の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

小嶋圭太　剛→小嶋圭太　雅明

の誤りでした。ご迷惑をおかけ

したことをお詫びいたします。

信
も
o
o
き
＆
。

N
並
蜘

判
涛
一
〇
柚
め
並
一
ω
皿

（
甫
並
一
回
謙
串
）
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N
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助
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謡
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刈
）
N
認
○
　
問
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図
O
謡
㎝
O
（
刈
）
謡
ま


